


13.学生大会 (流会)についての報告            について要望がだされた。

14.院生交渉についての報告              18.浅 野地区号館の消防関係運営委員会の発足について

15.ァィソトープの放射線障害防護施設について      (福 島)
整備案の提出は浜口教授に            19.廃 棄物処理全学委員会について (藤原)

16.5月祭教室使用について (佐々木)         20。 会計委員会報告 (吉川)
17.文書通達配布について (佐々木)             概算要求書案について説明があり討論が行なわれ

最近往々にして締切直前に関係者の手にとどく書    た。
類があがる,こ れらの遅延の原因を調べ,迅速な配  21.環境安全に関する委員会,図書に関係する学部全体
布を心がけてもらうこと,ま た毎年きまった時期に   の委員会をつくることの提案 (藤原)
行なわれる,調査,募集等の書類については,一覧  22.全学公開講座について
表の作製など何らかの便宜を考えてもらうことなど     今年度秋のタイトルは「天災と人災」

人 事 異 動

(助  手)
教 室   官職    氏      名    発令年月日     異動内容      備  考
物  理        望  月  忠  男   49.5.1  助手に採用

外 国 人 客 員 研 究 員

教 室     国 籍     氏    名      現    職       研究期間
化    学  ポーラン ド  Henryk Koz10wski  WROCLAW大 学助教授  49.5.1～ 50.3.31

5月 海 外 渡 航 者

教室   職名   氏   名    渡航先国      渡航期間       渡 航 目的
物 理  教 授  山 崎 敏 光  アメリカ合衆国    5. 1～   7.31  ミュー中間子スピン回

スウェーデン              転の実験 お よび核反
応・核崩壊による超微
細相互作用会議に出席
のため

化 学  教 授  斎 藤 信 房  オーストリア     5.11～   5,19  
虐商事:当肖象基蒙誼
席のため

物 理  教 授  吉 川 庄 一  オーストリア     5.11～   5.19  第 5回 IAEA核融合
国際会議論文選考会出
席のため

地 質  教 授  木 村 敏 雄  インドネシア   5.19～  5.25 
鰤 ″ 箋醤共ル ワ
ンポジウムに参加のた
め

物 理  教 授  久 保 亮 五  スペイン,フ ランス, 5.21～  6.10 統計力学国際スクー
イタリア                 ル・量子エレクトロニ

クス国際スクール出席
および量子力学の研究
連絡のため

人 類  助教授  尾 本 恵 市  オーストラリア    5.18～   6. 2  
魏 後,も螢彙昌お鮮
的多様性についての打
合せのため
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アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

カナダ

5.20～ 50.4.

5.10～ 50.5。

5.18～   6.18

磁気嵐の研究のため

写曇新第2発忍
学に関

プレー トテク トニクス
およびメタロジェニー

缶[]蕗 rぶ壼fバ轟
ム

地 質

昭和 49年

専門課程

物  理  学
同

学位視則第 3
条 2項該当

同

同

5月 13

氏

日付授与者

名

純

明

夫

　

雄

顕

光

暁

　

芳

獣

光

生

谷

　

西

藤

秋

大

細

　

小

伊

理 学 博 士 学 位 授 与 者

論 文 題 目

準二次元磁性体 MnTio3の臨界現象
Glauber理論の拡張

Ultraviolet Behavlo■  of Renormalizable Field Theories.
(繰 り込み可能な場の理論の紫外部のふるまい)

非線形半群の研究

電磁波ビームに関する研究

理職と学部長の交渉

5月 20日 (月 )12時 30分～1時 20分
出席者 :学部長,事務長ほか 5名 ,理職委員長ほか 9

名。

議 事 :

1.本部から各学部に宛てて4月 11日 のストライキ
に関する措置の対象として現認したとする人物の確認依

頼が出ているそうであるが,理学部の場合はどうなって

いるか, との理職の質問があり,学部長事務長から現在
のところ理学部にはその種の依頼はないとの返事があっ

た。

2.理職から理学部五号館建設の進行状況について質
問があり,理職として厚生施設,理職の部屋の拡充など

要望したいものもあるので,何時頃までにどこへ要望す
ればよいかを知りたい。厚生施設としては例えばシャワ

ーとか,せめて自動販売機をおけるような食事の出来る

部屋などがあろう。理職用の物置として配電室のとなり

の小屋を物理から借用したが,物置程度の部屋も配慮し

て欲しいこと。部屋の配置は研究第一ではなく人間第一

で考えて欲しい等の要望があった。

これに対し学部長,下郡山評議員から次のような回答

があった。五号館は予定よりおくれていて,基本設計が

やっと来月出来るぐらいの段階である。完成は 50年度

の終りを希望しているも五号館には数学と地鉱が入る予

定であるが,部屋割などについてはこれから詰めるべき

点も残っているので教室内でたしかめられたい。厚生施

設などの要望はその号館の人々が,その号館の建物委員

会へ教室を通して申入れたらよい。五号館は必ずしも余

裕がある訳ではなく,む しろ余裕がない方になるかも知

れないことを知っておいて欲しい。数学と地鉱が出たあ

との利用計画の立案については,号館によってペースが

まちまちだが,学部としては基礎的な線をまとめはじめ

たという段階である。

3.理職から一号館の出口が午後 6時以後―ケ所にな
ることにより,最近設置された非常口の標識が役に立た

なくなっている問題について善処を要望した。学部長か

ら安全問題については力を入れたいと思っているので,

上記の件に限らず問題があったら各号館運営委員会へ申

出られたい。防火訓練も近くやろうと思っているとの発

言があった。

4.理職では5月 23日 (木)に処分反対,警察の弾
圧に抗議,新大管法教頭法反対のためにストライキを行

なう計画であるとの通告があった。ついで臨時措置法に

対する学部長の考えをただし,新大管法に反対されたい

との要望をした。

学部長は,ス トライキに対する大学の解釈と措置がど

んなものかは,今までの経過をみることにより理解され

ていると思う。その上に立って諸君の良識ある行動を期

待したい。大学の自治のためには十分な努力をしたいと

の返事をされた。
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お 知 ら せ

京都大学原子炉実験所昭和 49年度下半期共同

利用研究の公募について

1.申込資格

編集後記:“科学閑想曲 (講談社)"な どの名随筆をもの

されてい る水島先生の随想 “ノーベル賞をとかしたお

話"は,は じめてきく方が殆んどでしょうか。木原先生

の論文には,写真もお願いしましたが,慎重な先生は,

広報の紙質を配慮されて,辞退されました。後記の如く

興味のある方は,先生に実演をお願いして下さい。パイ
プオルガニストの馬渕久夫氏が,化学の馬渕先生である

ことをつい最近知りましたので,早速一文をお願いした

次第です。吉野事務長の戦争中の懇親会の記事は,理学

部史の一駒を語っています。理科の学生にも,なかなか

の文学青年がいるという好例が福山氏 (地質,藤井研)
でしょうか。 Leggett氏 は, 日本物理学会誌に, 日本

人の英語の寸評を書いたりしていたので御存知の方も多

いでしょうが,物理・和田 (靖)研に一年ほど滞在,こ
の程母校 Sussex大に帰られました。書評のスタイル

は,全 く自由ですが, 4月 から数学教室の助手になられ

た谷島氏の文体も,読者をうなずかせます。

もう 1冊,7月 10日 号を発行して,8,9月 は夏休
みとし,10月 10日 号から再刊します。11月 10日 号

以降の原稿について, 自薦他薦をとわず御協力よろしく

お願いします。

訂正:先号から表紙の動物写真と解説をお願いしている

重井先生の所属は,動物でなく臨海です。先号のミスを

おわびします。

編集 :

(僧 f忠露 1場瑾1 瑾〔:榎駆:曇 禽緞鮮露)

原子炉による実験およびこれに関連する

研究を行なうもので,国公私立大学国公
立研究所の正規の職員とする。

申請書一通提出 (中央事務にあり)

昭和 49年 6月 29日 (土)(必着)
大阪府泉南郡熊取町 京都大学原子炉実
験所,共同利用掛 (共同利用研究申請と

封筒に表記のこと)

研究題日の採否,所要経費の査定等は原

子炉実験所運営委員会において行ないま

す。

昭和 49年 7月 下旬

理学部紀要の新刊

申込方法

申込期限

申 込 先

5。 審

6.採否決定

“理学部紀要"(欧文)の次の3点が発行された。
Section IA  Mathematics  Vol. 21, No. 1

(掲載論文 7篇 )

SectiOn III BOtany Vol. XI, Nos.8‐9

(掲載論文 2篇 )

Setion v Anthropology Vol.IV,Part 4

(掲載論文 2篇 )
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